
可変ノズルの開発研究 明 2報)

1 はじめに

第l織で報告したノズルは.性能は別として，形状

釣には，ヨンパタ トな形を主.として含計したため，

その併警として噴審および直流J1J.水のIII閣! さらには

噴務展開角度の間賞など，片手で像作するニとがきわ

間凶菌拍・

めて闘簸であ勺た.これらの併沓を繍足，級いやすい

可変ノズルを傑作したので，その概要について報告す

る.

2. 111遺および作動
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外佳寸法!:.t事1回のとおりである.
このノズルは。 管そうもかむそなえたものであるか

ら，ホ ス直結で運用するものである.噴場は⑩J

ズルの外周を通水路として，また直流1:，ノズル合通

水路としてそれぞれ歓射される.砥流JズルのロE圭u
22u'である.またω噴&および直涜の開聞はネジ式

とし!回転するニとによ今て行なわれ。片手で操作す

る;二 とが..s;である.

噴511'<水で，展開角度が広角にな勺たとき，.Jt窃の

分布状態を均一にさぜる方策としては，@噴.碩の歓

射自器用阻6こ40ケのつめをとりつけた.

'.三研究室

2. t操 作品
第1闘に示されている状態u 噴震と也施敏水とが

同時になされている状態である.噴診の開聞は!⑨噴

2露外簡を左右に自伝さぜるニとによりt また 盆涜の
開閉は @スト レート間関簡を左省に回転さぜるこ と

により位されるものとする.

3 性能

L 1'<水 量
鉄水性能は!第2閣のとおりである.

直i<<放水11. Q ==0. 653I)2.y'1'にも とづ〈理鎗計算

値よりやや少し淀畳係fl~ 1l'幽すると， 0.92であ
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る.この原因は。一般のスムースノズルに地依し。や

や乱流の状線で放射されるからであろう.

明5.l!:水は目当然のことながら展開角度が大舎〈な

るにしたがい放水盆が多〈なり。展開角度0・におけ

る旋盆係li:u.，約0.62である.
2. B金水射程

噴5の.l!:水射恩に1;1:.!tホ角度を0・と しI 展開角度

を変化させたときの短大および有効剣恩とI 展開角度

を0・とし，.l!:水角度を変化さぜたときの極大およ

び有効射寝との2績があるが，本摘ではi 後者の直琉

館3図 直波放水市効射製
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と唆震の有効射湿のみを縄怠ずる.射程の調定方法

は， I席1報と同様.角度測定および写真判定によるも
のとし，その結果は第3，第4函のと必りである.

第4図 噴憲法水有効射糧〈ノズル展開角度0・〉

6

4

J

 

3
1
孔
基
訴
正
力
伽

浪合吹水晶I.ld・
8~ 0 ，‘5・• '0・

ε 

10 '" 
A月初射程-(.)

30 

磁波歓水の船積tt(Jl報担l'閣と比鮫すると 1 約2
2普包置の仲ぴを示しているが その原凶:1 出I闘に

示す⑮スト νートノズルの長さが長<'..:..，ているの

で，m 1!11のノズルに比駁して，水深がlIi寵されてい
るためと忽われる.

噴2審の!lfIも，第1線第7図と比e愛すると.f:13鋼
程度の伸びを示しているが，その原闘は. ~H 鴎に示

す@噴lliJJlの内笹倉、ml報のそれと比鮫して小さもーニ
とI また.l!:水島が，mUlのノズルに比依してやや多
いニとなどがあげられる.なお，置流p 宅nloとむ11大
有効射患は!閣から判断すると，放水角度が30・から

，，0 の間にあるものと思われる.
3. ~5歓水の分布状態

地上3mの高さの位置に，ノズルを垂直下向身に.. 

，ト L，地上に2OX2QX2(回の定tマスを Z列に 11
，..， 4.50 間隔にs列に配置L，ノズル展開角度ω・.
同・，120・のときの各正力に対するマス内の鉄水貨を

測定し，平均放氷室を算定して分布の状q揮を調べた.
その結集は.tnS. t.tt6. 1$7図同とおりである.
各闘におもてtノズル庄が高〈なるにしたがい.分吻

の北"が.一部あるドは中心部に集中される傾向にあ

るが.これは，高圧になるにしたがい周囲からの巻込

み作用が副院し〈なるためである.また，全依的にみる

と展開角度60'・〈第5図〉のときは， 中!l<il'.こ集中し
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3丈島崎噛炉与の自民険 0・)

ており.90・(M"6悶〉のときもやや中心理民集中し

ているが.120・〈第7図〉の場合は.60・.90・とは逆

に目中心部附近が倉わめて少伝〈 伝勺ている.これら

の状況から継策すると，このノズルの分有』状賓が霞も

平均化しているところは 展開角度が. 1∞・から110・

の範聞にあるものと思われる.

この鍾タイプのノズルは，いかなる条件でも均一な

分布状111.すなわち，展開角度がいかに変化しようと
も，あるいは.ノズル圧がいかに変化しようとも常に

均ーな分布状治団RにLょうとするよとは不可能に近いも

のである.したがうて，この舗ノズル"1量計にあた。

て".あらかじめ使用施廻，たとえば。通常使用され

る展開rq/llとノズル圧などを決定し その施闘でlH
均一な分布技館になるようi!f1図に示す@噴窃顕にと

りつけてあるつめの良さおよび舗を決定すべきであ

る.ニのたぴの玖作にあた q ても。 つめの長さ。制!

あるいは依憶を箇々かえて分布の状!l!I~と観節したが。

つめの編。長さ!あるいほfまEなどの叡妙t..~化に
よって，分和加盟に大きなl!iS~与えることが判明 L
ている.

4 おわりに

1聞のノズルが，直旋と噴Iiとをかねそ生え し，.

". ~受計点さえ決定すれ :1. 広1'1墳時!こしたときでも
小型にならないという資料金仰ることはてきたがI つ

めの形状と分布状'mとの関係については まだ不切な
恨むあるのでI さらに研究含継続する予定である.た

だ目 形状回 I~盗事iこつもては I これを b 令て試作を終

Tずる.

おわりにのぞみ.!え伶 こあた。て 泊坊俊枝工梅'.

らびに東京ザイレyKKの防力金得たことに標値なる

創世を裂する次第である。
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